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輸出管理規制についてのお知らせ
本製品およびマニュアル類は、日本から再輸出する場合に米国商務省の許可が必要となる場合があります。
本製品やマニュアル類を輸出するときは、輸出管理規制の対象かどうかを確認するためにアンリツにご連絡ください。
輸出管理規制対象品を廃棄するときは、その製品及びマニュアル類を破壊または切り刻んで軍用目的で不法使用で
きないようにする必要があります。

CE マーク
アンリツは、欧州共同体理事会指令準拠製品には CE マーク を付けて、これらの製品が欧州連合 (EU) の EMC 

および LVD 指令に準拠していることを示しています。

C-tick マーク
アンリツはオーストラリアおよびニュージーランドにおける電磁波準拠規制に準拠する製品には C-tick マークを
付けて、これらの製品がこれらの規制に準拠していることを示しています。

水銀に関する通知
本製品には、水銀を含有する LCD バックライトランプが使用されています。 環境保護上、廃棄が規制されています。 
廃棄およびリサイクルに関する情報については、地元の関係当局に問い合わせるか、または米国内の場合は米国電子
工業会（www.eiae.org）にお問い合わせください。
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Bから Cへの変更点 -1  MG3690C の更新
この操作マニュアルは元々 MG3690B シリーズ測定器用に作成されたものです。 MG3690C シリーズの測定器は、
古い型式に著しい性能アップグレードが加えられていますが、ユーザインタフェースとメニューシステムは使いや
すさのためにこれまでどおりに保たれています。
ほとんどの操作は本書に記載されているとおりですが、この附属書では MG3690B と MG3690C 測定器の差異に
ついて説明しています。

関連マニュアル
• GPIB プログラミングマニュアルのアンリツ部品番号は 10370-10374 です。
• SCPI プログラミングマニュアルのアンリツ部品番号は 10370-10375 です。
• このメンテナンスマニュアルのアンリツ部品番号は 10370-10376 です。
• 『MG3690C RF / マイクロ波信号発生器テクニカルデータシート』のアンリツ部品番号は 11410-00515 です。

これらのマニュアルの最新版は、アンリツのインターネットサイト http://www.anritsu.com からダウンロードで
きます。

測定器の説明とオプション
次の表に、第 1 章の更新内容を示します。

注記：
1. 70.0 GHz まで動作可能

表-1. MG369xC シリーズの型名と周波数範囲

型名 設定 周波数範囲

MG3691C

オプション 22 付き ≥ 0.01 ～ ≤10.0 GHz

標準 ≥ 2.0 ～ ≤ 10.0 GHz

MG3692C

オプション 22 付き ≥ 0.01 ～ ≤20.0 GHz

標準 ≥ 2.0 ～ ≤ 20.0 GHz

MG3693C

オプション 22 付き ≥ 0.01 ～ ≤31.8 GHz

標準 ≥ 2.0 ～ ≤ 31.8 GHz

MG3694C

オプション 22 付き ≥ 0.01 ～ ≤40.0 GHz

標準 ≥ 2.0 ～ ≤ 40.0 GHz

MG3695C

オプション 22 付き ≥ 0.01 ～ ≤50.0 GHz

標準 ≥ 2.0 ～ ≤ 50.0 GHz

MG3697C

オプション 22 付き ≥ 0.01 ～ ≤ 67.0 GHz
(1)

標準 ≥ 2.0 ～ ≤ 67.0 GHz
(1)

表-2. オプションリスト (１ / ３ )

オプ
ション 説明

1A
スライド付きラックマウント—標準 19 インチ装置に測定器を取付けるためのトラックスライド 1 組
（90° 傾斜可）、マウンティングイヤー、正面パネルハンドル一式を含むラックマウントキット。

1B
スライドなしラックマウント—ラックマウントハードウェアを変更して取付けシェルフのあるコン
ソールに装置を取り付ける。 マウンティングイヤーと正面パネルハンドルを含む。
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2X

110 dB メカニカルステップアッテネータ— 110 dB レンジの 10 dB / ステップアッテネータを追加す
る。 出力パワーは正面パネルから（または GPIB を通して）直接 dBm で選択する。 定格 RF 出力パワー
を下げる。

2E

120 dB 電子ステップアッテネータ—ハイエンド周波数 ≤20 GHz を持つ型式用に 120 dB レンジの 

10 dB / ステップアッテネータを追加する。出力パワーは正面パネルから（または GPIB を通して）
直接 dBm で選択する。 定格 RF 出力パワーを下げる。

3 超低位相雑音—単一側波帯位相雑音を著しく下げる新しいモジュール ≥ 2 GHz を追加する。

4
デジタルダウンコンバータ— 0.01 ～ 2.2 GHz RF カバー範囲の超低位相雑音用デジタルダウンコン
バータを追加する。

5 アナログダウンコンバータ— 0.01 ～ 2.0 GHz RF カバー範囲のアナログダウンコンバータを追加する。
6 アナログ掃引機能—アナログ掃引機能を追加する。 （オプション 4 で使う場合は ≥ 500 MHz に制限。）

7
IF アップコンバージョン—IF 信号をアップコンバートするために内蔵 40 GHz ミキサを追加する。 
MG3695C、MG3697C、オプション 18 では使用不可。

8 パワーモニタ—内部パワー測定機能を追加する。 （オプション 9 では使用不可。）
9 背面パネル RF 出力—RF 出力コネクタを背面パネルに移動する。

10

ユーザ定義の変調波形ソフトウェア—ユーザ定義の波形を内蔵波形発生器のメモリに連続的に
（または GPIB を通して）ダウンロードするソフトウェアパッケージを追加する。 外付け PC と、
低周波数発生器 （オプション 23）を内蔵した測定器が必要。

12
外部周波数と位相変調—背面パネル BNC コネクタを通して外部 FM/ΦM 機能を追加する。 外部変調信
号入力または内部低周波数発生器（オプション 23）が必要。

13X
(2) 外部パルス変調—背面パネル BNC コネクタを通して外部パルス変調機能を追加する。 外部変調信号入

力が必要。

14
振幅変調—背面パネル BNC コネクタを通して外部 AM 機能を追加する。 外部変調信号入力または内部
低周波数発生器（オプション 23）が必要。

15X 高パワー出力—測定器に高パワー RF コンポーネントを追加して、RF 出力パワーを増やす。
16 高安定タイムベース—周波数安定度 < 5 x 10

–10
/ 日の 10 MHz 恒温槽付き水晶発振器を追加する。 

17
正面パネルの削除—正面パネルの表示画面やキーボード制御が必要ない遠隔制御用途で正面パネルを
削除する。

18
mmW バイアス出力—背面パネル BNC ツイナックスコネクタを追加し、5400-xWRxx ミリメートル
波ソースモジュールをバイアスする。

20

走査変調—内蔵走査変調器を追加し、高深度振幅変調信号をシミュレートする。 外部変調信号入力機
能が必要。（型式 MG3693C、MG3694C、MG3695C、MG3697C、およびオプション 2E、7、15X、22 

では使用不可。）

22
0.1 Hz ～ 10.0 MHz オーディオ周波数—周波数範囲 10 MHz 未満を追加する。 10 MHz 未満の周波数分
解能は 0.02 Hz。 定格 RF 出力パワーを下げる。

23
(2) 低周波数発生器—内部 AM、FM、FM の変調波形を提供する。 オプション 12 または 14 なしでは使用

不可。
24

(2) 内部パルス発生器—内部パルス変調用のパルス波形を提供する。 オプション 13 なしでは使用不可。

25X
(2) アナログ変調スイート—アナログ変調スイートはオプション 12、13、14、23、24 をバンドルしたも

ので、内部および外部 AM、FM、ΦM、パルス変調を提供する。

26X
(2)

パルス変調—背面パネル BNC コネクタを通して外部パルス変調を追加する。 内部変調機能には、追加
のパルス発生器、オプション 27 が必要。 （このオプションは、測定器の設定に基づいて異なるバー
ジョンで提供。）

表-2.  (つづき )オプションリスト (２ / ３ )

オプ
ション 説明
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注記：
2. 一部の測定器で利用できない場合があり、また追加のアップグレードを必要とする場合があります。詳細については、
アンリツのカスタマサービスにお問い合わせください。

デフォルトパラメータへのリセット
次の表に、第 3 章で説明されている MG3690C の工場出荷時デフォルトパラメータの更新内容を示します。

注記：
1. オプション 4 付き装置では 2.2 GHz。

27
LF 発生器—内部 AM、FM、ΦM、パルス用の変調波形を提供。 
（オプション 12、14 または 26 なしでは使用不可。）

28X

アナログ変調スイート—注文とパッケージ価格設定がしやすいようにオプション 12、14、26、27 

をバンドルしたもので、内部および外部 AM、FM、ΦM、パルス変調を提供。 
（このオプションは、測定器の設定に基づいて異なるバージョンで提供。）

表-3. リセット（デフォルトパラメータ）

型名
周波数パラメータ (GHz)

F0 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 M0 M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8 M9 ΔF

MG3691C 3.5 2.0
(1)

8.4 2.0
(1)

5.0 8.0 8.4 8.4 8.4 8.4 3.5 2.0
(1)

8.4 2.0
(1)

5.0 8.0 8.4 8.4 8.4 8.4 1.0

MG3692C 3.5 2.0
(1)

20.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 3.5 2.0
(1)

20.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 1.0

MG3693C 3.5 2.0
(1)

31.8 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 3.5 2.0
(1)

31.8 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 1.0

MG3694C 3.5 2.0
(1)

40.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 3.5 2.0
(1)

40.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 1.0

MG3695C 3.5 2.0
(1)

50.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 3.5 2.0
(1)

50.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 1.0

MG3697C 3.5 2.0
(1)

67.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 3.5 2.0
(1)

67.0 2.0
(1)

5.0 8.0 11.0 14.0 17.0 20.0 1.0

型名

パワーレベルパラメータ (dBm)

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9

MG3691C

MG3692C

MG3693C

MG3694C

MG3695C

MG3697C

+1.0 0.0 –1.0 –2.0 –3.0 –4.0 –5.0 –6.0 –7.0 –8.0

型名 掃引時間

ステップ掃引 レベル掃引 Level Offset 

(レベル オフ
セット )滞留時間 ステップ数 滞留時間 ステップ数

MG3691C

MG3692C

MG3693C

MG3694C

MG3695C

MG3697C

50 ms 1 ms 50 50 ms 50 0.0 dB

表-2.  (つづき )オプションリスト (３ / ３ )

オプ
ション 説明



Bから Cへの変更点 -1 MG3690C の更新

Bから Cへの変更点 -4 PN: 10370-10373-ja  Rev. A MG369xC OM

固定パワーレベル操作
MG3690B マニュアルの第 3 章に記載されている以下のレベルド出力パワーは MG3690C には当てはまりません。

MG3692B は、CW と掃引周波数操作において最大レンジ 32 dB（オプション 2 付きでは最大 135 dB）
を超える主帯域レベルド出力パワーを提供します。 オプション 15 付きの測定器は、最大レンジ 24 dB 

（オプション 2 付きでは最大 133 dB）を提供します。
最新の性能規格については、MG3690C テクニカルデータシートを参照してください。

パルス変調操作モード
第 3 章に記載されているパルス発生器のクロックレートが更新されました。 MG3690C 内部パルス発生器には、
100 MHz（オプション 24 付きでは 40 MHz）と 10 MHz の 2 つの選択可能クロックレートがあります。 100 MHz

（オプション 24 付きでは 40 MHz）クロックレートは高い分解能のパルスを生成し、高いパルス繰り返し周波数 

(PRF) を許容するのに対し、10 MHz クロックレートでは分解能パルスと PRF は低くなります。

正常動作時エラーと警告 / 状態メッセージ
MG3690C のパルスパラメータ設定について、第 6 章に記載されているエラーメッセージが更新されました。

備考 40 MHz パルスクロックレートはオプション 24 でのみ使用可能で、100 MHz パルスクロックレー
トはオプション 26 でのみ使用可能です。

表-4. 正常動作時に表示される可能性のあるエラーメッセージ

エラーメッセージ 説明
ERR (3) 現在の変調状態に対するパルスパラメータ設定が次のように無効です。

パルス期間： < 50 ns（100 MHz クロック）、< 125 ns（40 MHz クロック）、または < 500 ns 

（10 MHz クロック）程パルス幅 + 遅延より長い
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附属書 B— -仕様書
この付録は、MG3690C RF / マイクロ波信号発生器、部品番号：11410-00515 のテクニカルデータシートを含み
ます。
このデータシートの最新版は、アンリツのインターネットサイト http://www.anritsu.com からダウンロードでき
ます。
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